
目の前で起こった爆発的な火災！

もしものときの対応について、
日頃から備えておきましょう！

防火管理者を中心に従業員の皆さんで、
次の５つの項目をチェック！

【回答は裏面】

火事・救急は119番 大阪市消防局

このリーフレットに関するお問い合わせは、予防部予防課（自主防災管理）06－4393－6330まで

爆発的な火災に備えましょう！

チェック１

チェック２

チェック３

チェック４

チェック５



出入口が炎でふさがれてしまった．．．さあどうする？

眼の前で爆発的な火災！ まず何を？

災害時の意外な心理を知っていますか？

消火器の設置場所は？ 使い方を知っていますか？

衣服に着火．．．さあどうする？

◆裏口など、使える出入口へ避難誘導しましょう！

■普段から建物の構造をしっかりと把握し、複数の避難経路をチェックしておきましょう。
■避難障害となる物品などが階段や通路に置かれていないかチェックしておくことが大切です。

◆119番通報、初期消火、避難誘導すべてが重要ですが、爆発的に
燃焼拡大するような火災の場合、最優先すべきは避難誘導です。

■避難誘導を行いながら、可能であれば119番通報や通報の依頼をしましょう。

◆火事でも逃げない人がいます。避難誘導は、ハッキリと大きな声で
しましょう！

■火事などの危険な状態になっても、外部から相当強い働きかけがないとすぐには避難行動を起こ
さない人がいます。
■これは、自分以外の大勢の人がいると、とりあえず周りの人と同じ行動をとれば安心という心理状
態や、異常事態に遭遇したとき「こんなことが起こるはずがない」、「自分は大丈夫だ」と思い込む心
理状態のためです。

◆従業員全員が、消火器の置いてある場所を確認してください。

■炎の高さが天井に達するまでなら消火器で消火できるといわれています。
■火元近くまで運んでから安全ピンを抜き、火元に向けて放射しましょう。

◆走り回らず、その場に寝転び、転がるようにしましょう。

■身近に消火器や水がない場合は、上着などをかぶせ包んで消火しましょう。
■やけどをした場合は、すぐに流水で冷やし、救急車が到着するまで冷やし続けましょう。

チェック１

チェック５

チェック４

チェック３

チェック２


